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特集
P2
尾木ママがやってきた

１月11日広陵中学校で、生徒会代表と尾木直樹さんによるパネル
ディスカッションが行われました。生徒は、いじめ防止の取り組みを
説明した後、尾木さんに積極的に質問していました。



１月10～11日、市いじめ防止専門委員会特別顧問の尾木ママ

こと尾木直樹さんが、市内の全中学校を訪問しました。

各学校ごとに生徒たちが中心となって、自分たちの力でできる

取り組みについて真剣に話し合いをしました。

市民みんなでいじめを解決していこう

尾木ママがやってきた

いじめ防止専門委員会への相談・通報の流れ小 中 学 生 の 皆 さ ん へ

1 電話をします　　　　　６２-８７００　または　　　　　　   ０１２０-２６３-１１５大人用
相談電話

子ども用
フリーダイヤル

イ イ コ

2 事務局の職員があなたの話を詳しく聞きます

3 あなたに確かめてから、保護者や学校に連絡し、どうしたらよいかみんなで考えます。

必要ならば、弁護士や臨床心理士などの専門委員会委員も一緒に考えます。

尾木ママを囲み意見交換する生徒の代表たち尾木ママの呼び掛けに手を挙げる生徒たち

尾木ママの話を真剣に聞く生徒たち全校生徒の前で意見交換する生徒会代表

尾木ママの話を熱心に聞く生徒たち

積極的に質問する生徒たち

尾
木
マ
マ
と
の
交
流
を
楽
し
む

　
市
内
各
中
学
校
で
は
、い
じ
め

防
止
条
例
施
行
を
受
け
、条
例
理

解
の
た
め
の
授
業
な
ど
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。ま
た
、生
徒
会
な
ど
が

中
心
と
な
り
、さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
尾
木
さ
ん
の
学
校
訪
問
で
は
、

そ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
発
表
や
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
取
り
組
み
の
内
容
や
、尾
木
さ

ん
と
の
交
流
の
方
法
は
各
学
校
で

そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、特
色
が
あ
り

ま
す
。取
り
組
み
や
、疑
問
に
思
っ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
尾
木
さ
ん

か
ら
感
想
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら

い
ま
し
た
。取
り
組
み
に
自
信
が

持
て
、今
後
の
参
考
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
中
学
校
訪
問
後
に
行
わ
れ
た

講
演
会
の
中
で
、尾
木
さ
ん
は「
い

じ
め
問
題
の
解
決
の
中
心
に
な
っ

て
く
る
の
は
子
ど
も
。各
学
校
の

取
り
組
み
に
希
望
を
感
じ
ま
し
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
も
子
ど
も
た
ち
を
応
援

す
る
と
と
も
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
で
き
る
こ
と
を
実
践
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

問
合
先
　
人
づ
く
り
文
化
課

西
可
児
中
学
校

　
生
徒
会
が
、あ
い
さ
つ
を
進
ん

で
す
る
こ
と
や
、呼
び
掛
け
ら
れ

た
ら
応
え
る「
西
可
児
宣
言
」な
ど

の
取
り
組
み
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、尾
木
さ
ん
か
ら
の
話

が
あ
り
、「
心
の
こ
も
っ
た
あ
い

さ
つ
が
大
事
で
す
」な
ど
の
ア
ド

バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、

生
徒
か
ら「
い
じ
め
を
な
く
し
て

い
く
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」

と
質
問
が
あ
り
、尾
木
さ
ん
は

「
い
じ
め
は
起
き
る
こ
と
が
前
提

で
す
。い
じ
め
を
た
く
さ
ん
発
見

し
、解
決
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

学
級
や
委
員
会
の
取
り
組
み
が
有

効
で
、明
る
く
、楽
し
く
取
り
組

ん
で
、い
じ
め
を
克
服
す
る
こ
と

で
す
」と
答
え
ま
し
た
。

　生徒会が、いじめの追放などを掲げた「笑顔倍増宣

言」や、宣言に賛同した人にリボンが贈られる「イエ

ローリボン運動」などの取り組みを発表しました。その

後、生徒代表と尾木さんによるパネルディスカッション

が行われました。

　尾木さんが「関係性が強いほどいじめは起きます」と

話すと、生徒代表が「信頼関係をつくることが大事だと

考えてきたが、どうしたらよいか」と質問。「帰りの会で

嫌な思いをしなかったか聞くなど、話し合うシステム

づくりをするといい」などのアドバイスがありました。

中
部
中
学
校

　生徒会が、全校生徒が熱くなる・温かくなる言葉を募集

した「ほっとワード運動」などの取り組みを発表しました。

また、人権標語について、尾木さんが優秀作品５点を選

び、表彰状を授与しました。

　その後、尾木さんからの話があり、その中で、「温かい言

葉、温かい人間関係をつくってほしい。それでもいじめ

は起きるので、解決し『ごめんね』と言えることが大切」

や、「いじめている人を追い詰めるのではなく、『どうした

の？』と聞いて、気持ちを受け止めてほしい」などのアドバ

イスがありました。

東
可
児
中
学
校

　生徒会が、各学級ごとに目標を掲げる「ほほえみ宣言」

の取り組みなどを発表しました。尾木さんは「ほほえみ

宣言で『どうしたの？』『大丈夫？』という言葉が出てい

たのはいい」と話しました。生徒から「あいさつ運動など

の取り組みは、いじめ防止につながるのか」という質問

があり、尾木さんは「あいさつはコミュニケーションの

入り口です。心のこもった言葉が学校内に溢れれば、い

じめ防止につながるでしょう」と答えました。

蘇
南
中
学
校

　生徒会が、心が温かくなる言葉を集めた「ぬくもりワー

ド」などの取り組みを発表しました。その後、生徒会代表と

尾木さんによるパネルディスカッションが行われました。

　生徒から「小学校からの仲間関係が継続されていて、たく

さんの人との関わりができにくい関係はどうか」と質問が

あり、尾木さんは「仲間関係が継続するのは当たり前。仲が

良いほどいじめは起きます。そのため、深刻化する前に、早

く解決することが大切です」と答えました。

広
陵
中
学
校

帝
京
大
学
可
児
中
学
校

　
生
徒
代
表
か
ら
学
校
の
様
子
に

つ
い
て
紹
介
が
あ
り
、そ
の
後
、

尾
木
さ
ん
に
よ
る
人
権
講
話
が
あ

り
、「
加
害
の
子
は
、心
に
重
い
も

の
を
持
っ
て
い
ま
す
。『
ど
う
し

た
の
？
』と
聞
い
て
ほ
し
い
」な

ど
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
生
徒
か
ら「
い
じ
め
ら
れ
た
と

き
に
、相
手
を
無
視
す
る
対
応
は

ど
う
か
」と
質
問
が
あ
り
、尾
木

さ
ん
は「
初
期
に
は
良
い
と
思
う

が
、い
じ
め
が
ひ
ど
く
な
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。友
達
の
関
係
で

相
手
の
言
動
に
ム
カ
ツ
ク
と
き
、

『
あ
な
た
〜
し
た
方
が
よ
い
』と

言
っ
て
あ
げ
る
こ
と
。い
じ
め
と
い

う
形
で
表
現
し
な
い
こ
と
で
す
」

と
答
え
ま
し
た
。

広報かに  2013.3.1　23　広報かに  2013.3.1
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市は、多くの市民の皆さんに、文化創造センターをより身近に感じ、芸術文化や講演会などを気軽
に楽しんでもらうよう、また、新たな市民活動の契機になるよう、各種団体などの事業を支援します。
一流の人に会いに、文化創造センターに出掛けましょう。
また、事業の実施主体になってもらう市民、企業、団体などを募集します。

安田祥子さん

文化創造センター主劇場

一流の人に会いに行こう
「一流に出会う日」事業特集特集「一流に出会う日」事業　イメージ図

協力

市民、企業、
各種団体など

実施主体

（公財）可児市文化芸術振興財団

各種生涯学習団体

共催
可児市

後援

講演会などの開催に関する助言

広報かにへの掲載など
文化創造センター会場
および必要備品の提供

一流事業を実施

「
一
流
に
出
会
う
日
」

事
業
と
は

市
民
、企
業
、各
種
団
体
な
ど
が
主
催

　
市
民
、企
業
、各
種
団
体
な
ど
に
主
催
者

（
以
下「
実
施
主
体
」と
い
い
ま
す
）と
な
っ

て
も
ら
い
、国
内
外
各
分
野
を
リ
ー
ド
す
る

人
が
、文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
を
舞
台
に
講
演

な
ど
を
開
催
す
る
シ
リ
ー
ズ
で
す
。

　
市
は
、実
施
主
体
が
実
施
す
る
講
演
会
な

ど（
以
下「
一
流
事
業
」と
い
い
ま
す
）を
後

援
し
ま
す
。ま
た
、文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
で
あ
る
公
益
財
団
法
人
可
児

市
文
化
芸
術
振
興
財
団
は
共
催
と
い
う
形

で
実
施
主
体
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

毎
月
１
回
の
開
催
を
目
指
す

　
市
は
、将
来
的
に
毎
月
１
回
、市
民
、企

業
、各
種
団
体
な
ど
に
実
施
主
体
と
な
っ
て

も
ら
い
、一
流
事
業
を
実
施
し
て
い
く
予
定

で
す
。

　
４
月
に
行
わ
れ
る
第
１
回
目
の
一
流
事

業
を
皮
切
り
に
、今
後
さ
ま
ざ
ま
な
実
施
主

体
が
一
流
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

一
流
の
人
に
会
い
に
行
こ
う

　
今
後
の
一
流
事
業
の
内
容
は
、広
報
か
に

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、注
目
し
て
く
だ

さ
い
。ぜ
ひ
、誘
い
合
わ
せ
て
文
化
創
造
セ

ン
タ
ー
に
出
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

26 
年
4
月
開
催
分
か
ら

の
実
施
主
体
を
募
集

　
市
は
、一
流
事
業
を
毎
月
１
回
実

施
で
き
る
よ
う
、月
ご
と
に
事
業
を

主
体
的
に
主
催
す
る
実
施
主
体
を

募
集
し
ま
す
。会
場
の
予
約
の
関
係

上
、早
め
に
行
い
ま
す
。

対
象
　
市
民
、企
業
、各
種
団
体
な
ど

※
事
業
の
企
画（
講
師
と
の
交
渉
な

ど
）か
ら
運
営
、実
施（
会
場
設
営

お
よ
び
撤
収
、参
加
者
受
け
付
け

な
ど
）ま
で
全
て
責
任
を
持
っ
て

遂
行
で
き
る
も
の
。

一
流
事
業
の
内
容
　
実
施
主
体
が
主

催
者
と
な
り
、分
野
を
問
わ
ず
国

内
外
の
各
分
野
を
リ
ー
ド
す
る
人

を
講
師
に
迎
え
、広
く
市
民
を
参

加
対
象
と
し
て
企
画
さ
れ
た
講

演
会
、講
座
、セ
ミ
ナ
ー
、芸
能
な
ど

開
催
時
期
　
26
年
４
月
開
催
分
か
ら

原
則
月
１
回
。原
則
第
３
土
曜
日

※
実
施
主
体
が
既
に
決
定
し
て
い

る
月
も
あ
る
た
め
、市
と
協
議
の

上
、開
催
日
を
決
定
し
ま
す
。

開
催
場
所
　
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

入
場
料
　
実
施
主
体
は
入
場
料
を

徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る

後
援
　
市
が
後
援
し
、広
報
か
に
へ

の
掲
載
な
ど
を
支
援
す
る

共
催
　（
公
財
）可
児
市
文
化
芸
術
振

興
財
団
が
共
催
し
、文
化
創
造
セ

ン
タ
ー
主
劇
場
な
ど
の
会
場
お

よ
び
備
品
を
提
供
す
る

協
力
　
実
施
主
体
は
一
流
事
業
を
実

施
す
る
に
あ
た
り
、講
師
の
選
定

や
広
報
、実
施
な
ど
に
つ
い
て
、岐

阜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
造
大
学
な
ど

に
助
言
や
援
助
の
協
力
を
依
頼
で

き
る

実
施
主
体
と
な
る
た
め
の
手
続
き

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
ま
た
は
、

市
内
各
連
絡
所
、文
化
創
造
セ
ン

タ
ー
、福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
設

置
し
て
あ
る『
可
児
市「
一
流
に

出
会
う
日
」事
業
実
施
の
手
引

き
』を
確
認
し
、期
日
ま
で
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
か
、手
引
き
と
一
緒

に
設
置
し
て
あ
る
書
類
に
必
要

事
項
を
記
入
し
提
出
す
る

応
募・問
合
先
　
人
づ
く
り
文
化
課

第
１
回
一
流
事
業

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
可
児

安
田
祥
子
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

　
女
性
た
ち
の
奉
仕
団
体
の
国
際
ソ
ロ

プ
チ
ミ
ス
ト
可
児
は
、声
楽
家
・
童
謡
歌

手
の
安
田
祥
子
さ
ん
に
よ
る
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
に
よ
る
収
益
金
は
、女
性

活
動
支
援
の
た
め
に
寄
付
さ
れ
ま
す
。

期
日
　
４
月
20
日（
土
）

時
間
　
午
後
３
時
〜（
開
場
は
午
後
２
時

30
分
）

場
所
　
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
　
主
劇
場

チ
ケ
ッ
ト
料
金
　
○
前
売
り
券
＝
２
５

０
０
円
　
○
当
日
券
＝
３
０
０
０
円

（
全
席
自
由
席
）

チ
ケ
ッ
ト
取
扱
　
○
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
・

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
　
○
市
役
所
内

喫
茶
べ
る
べ
ー
る
　
○
新
可
児
駅
売
店

○
問
合
先
の
髙
木
さ
ん
に
電
話
す
る

※
無
く
な
り
次
第
販
売
を
終
了
し
ま
す
。

問
合
先
　
髙
木
さ
ん
　
☎
０
９
０（
４
２

３
４
）８
０
３
２

さ
ち
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市は、多くの市民の皆さんに、文化創造センターをより身近に感じ、芸術文化や講演会などを気軽
に楽しんでもらうよう、また、新たな市民活動の契機になるよう、各種団体などの事業を支援します。
一流の人に会いに、文化創造センターに出掛けましょう。
また、事業の実施主体になってもらう市民、企業、団体などを募集します。

安田祥子さん

文化創造センター主劇場

一流の人に会いに行こう
「一流に出会う日」事業特集特集「一流に出会う日」事業　イメージ図

協力

市民、企業、
各種団体など

実施主体

（公財）可児市文化芸術振興財団

各種生涯学習団体

共催
可児市

後援

講演会などの開催に関する助言

広報かにへの掲載など
文化創造センター会場
および必要備品の提供

一流事業を実施

「
一
流
に
出
会
う
日
」

事
業
と
は

市
民
、企
業
、各
種
団
体
な
ど
が
主
催

　
市
民
、企
業
、各
種
団
体
な
ど
に
主
催
者

（
以
下「
実
施
主
体
」と
い
い
ま
す
）と
な
っ

て
も
ら
い
、国
内
外
各
分
野
を
リ
ー
ド
す
る

人
が
、文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
を
舞
台
に
講
演

な
ど
を
開
催
す
る
シ
リ
ー
ズ
で
す
。

　
市
は
、実
施
主
体
が
実
施
す
る
講
演
会
な

ど（
以
下「
一
流
事
業
」と
い
い
ま
す
）を
後

援
し
ま
す
。ま
た
、文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
で
あ
る
公
益
財
団
法
人
可
児

市
文
化
芸
術
振
興
財
団
は
共
催
と
い
う
形

で
実
施
主
体
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

毎
月
１
回
の
開
催
を
目
指
す

　
市
は
、将
来
的
に
毎
月
１
回
、市
民
、企

業
、各
種
団
体
な
ど
に
実
施
主
体
と
な
っ
て

も
ら
い
、一
流
事
業
を
実
施
し
て
い
く
予
定

で
す
。

　
４
月
に
行
わ
れ
る
第
１
回
目
の
一
流
事

業
を
皮
切
り
に
、今
後
さ
ま
ざ
ま
な
実
施
主

体
が
一
流
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

一
流
の
人
に
会
い
に
行
こ
う

　
今
後
の
一
流
事
業
の
内
容
は
、広
報
か
に

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、注
目
し
て
く
だ

さ
い
。ぜ
ひ
、誘
い
合
わ
せ
て
文
化
創
造
セ

ン
タ
ー
に
出
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

26 
年
4
月
開
催
分
か
ら

の
実
施
主
体
を
募
集

　
市
は
、一
流
事
業
を
毎
月
１
回
実

施
で
き
る
よ
う
、月
ご
と
に
事
業
を

主
体
的
に
主
催
す
る
実
施
主
体
を

募
集
し
ま
す
。会
場
の
予
約
の
関
係

上
、早
め
に
行
い
ま
す
。

対
象
　
市
民
、企
業
、各
種
団
体
な
ど

※
事
業
の
企
画（
講
師
と
の
交
渉
な

ど
）か
ら
運
営
、実
施（
会
場
設
営

お
よ
び
撤
収
、参
加
者
受
け
付
け

な
ど
）ま
で
全
て
責
任
を
持
っ
て

遂
行
で
き
る
も
の
。

一
流
事
業
の
内
容
　
実
施
主
体
が
主

催
者
と
な
り
、分
野
を
問
わ
ず
国

内
外
の
各
分
野
を
リ
ー
ド
す
る
人

を
講
師
に
迎
え
、広
く
市
民
を
参

加
対
象
と
し
て
企
画
さ
れ
た
講

演
会
、講
座
、セ
ミ
ナ
ー
、芸
能
な
ど

開
催
時
期
　
26
年
４
月
開
催
分
か
ら

原
則
月
１
回
。原
則
第
３
土
曜
日

※
実
施
主
体
が
既
に
決
定
し
て
い

る
月
も
あ
る
た
め
、市
と
協
議
の

上
、開
催
日
を
決
定
し
ま
す
。

開
催
場
所
　
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

入
場
料
　
実
施
主
体
は
入
場
料
を

徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る

後
援
　
市
が
後
援
し
、広
報
か
に
へ

の
掲
載
な
ど
を
支
援
す
る

共
催
　（
公
財
）可
児
市
文
化
芸
術
振

興
財
団
が
共
催
し
、文
化
創
造
セ

ン
タ
ー
主
劇
場
な
ど
の
会
場
お

よ
び
備
品
を
提
供
す
る

協
力
　
実
施
主
体
は
一
流
事
業
を
実

施
す
る
に
あ
た
り
、講
師
の
選
定

や
広
報
、実
施
な
ど
に
つ
い
て
、岐

阜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
造
大
学
な
ど

に
助
言
や
援
助
の
協
力
を
依
頼
で

き
る

実
施
主
体
と
な
る
た
め
の
手
続
き

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
ま
た
は
、

市
内
各
連
絡
所
、文
化
創
造
セ
ン

タ
ー
、福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
設

置
し
て
あ
る『
可
児
市「
一
流
に

出
会
う
日
」事
業
実
施
の
手
引

き
』を
確
認
し
、期
日
ま
で
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
か
、手
引
き
と
一
緒

に
設
置
し
て
あ
る
書
類
に
必
要

事
項
を
記
入
し
提
出
す
る

応
募・問
合
先
　
人
づ
く
り
文
化
課

第
１
回
一
流
事
業

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
可
児

安
田
祥
子
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

　
女
性
た
ち
の
奉
仕
団
体
の
国
際
ソ
ロ

プ
チ
ミ
ス
ト
可
児
は
、声
楽
家
・
童
謡
歌

手
の
安
田
祥
子
さ
ん
に
よ
る
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
に
よ
る
収
益
金
は
、女
性

活
動
支
援
の
た
め
に
寄
付
さ
れ
ま
す
。

期
日
　
４
月
20
日（
土
）

時
間
　
午
後
３
時
〜（
開
場
は
午
後
２
時

30
分
）

場
所
　
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
　
主
劇
場

チ
ケ
ッ
ト
料
金
　
○
前
売
り
券
＝
２
５

０
０
円
　
○
当
日
券
＝
３
０
０
０
円

（
全
席
自
由
席
）

チ
ケ
ッ
ト
取
扱
　
○
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
・

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
　
○
市
役
所
内

喫
茶
べ
る
べ
ー
る
　
○
新
可
児
駅
売
店

○
問
合
先
の
髙
木
さ
ん
に
電
話
す
る

※
無
く
な
り
次
第
販
売
を
終
了
し
ま
す
。

問
合
先
　
髙
木
さ
ん
　
☎
０
９
０（
４
２

３
４
）８
０
３
２

さ
ち
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市
は
市
民
の
健
康
づ
く
り
、生
き
が
い
づ
く
り
、そ
し
て
地
域
の
絆
を
深
め
る
た
め
に
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
の
活
動
を
進
め
て
い

ま
す
。来
年
度
の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。気
軽
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

魚つかみどり（かたびらUNIC）カヌー・マリンスポーツ体験（合同活動）カヌー・マリンスポーツ体験（合同活動）

ちびリンピック（蘇南UNIC）

特 集

地
域
で
支
え
、
育
て
合
う
社
会
づ
く
り

U
N
I
C
に
入
ろ
う

ユ

ニ

ッ

ク

ユ

ニ

ッ

ク

　
土
曜
日
の
公
民
館
体
育
室
か
ら
子

ど
も
た
ち
の
歓
声
が
ロ
ビ
ー
に
響
い

て
い
ま
す
。中
を
の
ぞ
い
て
み
る
と

小
学
生
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、仲
良
く

ボ
ー
ル
を
使
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
夕
方
の
小
学
校
の
運
動
場
に
は
、

年
配
の
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
表
情
は
、み
ん
な
生
き
生
き
と

し
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
姿
が
市
内
の
公
民
館
や
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
、い
つ
も
見
ら
れ
る
こ

と
を
願
い
、Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
関
係
者
は

日
々
、活
動
し
て
い
ま
す
。

　
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
で
は
、生
涯
に
わ
た
っ

て
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る「
場
」を
地
域
に

根
付
か
せ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、ク

ラ
ブ
を
通
し
て
、日
ご
ろ
運
動
や
文

化
活
動
を
や
り
た
く
て
も
で
き
な
い

人
に
も
活
動
す
る
喜
び
や
、地
域
の

絆
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
の
活
動
内
容

　
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
の
目
的
は
、「
青
少
年

の
健
全
育
成
」「
地
域
住
民
の
健
康

づ
く
り
・
生
き
が
い
づ
く
り
」「
元
気

で
連
帯
感
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」

で
す
。

　
市
に
は
、現
在
４
つ
の
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ

が
あ
り
、大
き
く
次
に
あ
げ
る
５
つ

の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
キ
ッ
ズ
プ
レ
イ
＝
小
学
校
低
学
年

を
中
心
と
し
た
活
動

②
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
＝
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
活
動

③
エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ポ
ー
ツ
＝
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
、気
軽
に
で
き
る

ス
ポ
ー
ツ
活
動

④
文
化
活
動
＝
子
ど
も
を
中
心
と
し

た
将
棋
、お
茶
な
ど
の
文
化
活
動

⑤
イ
ベ
ン
ト
＝
各
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
の
Ｐ
Ｒ

活
動
と
、４
つ
の
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
の
合
同

活
動(

初
級
水
泳
教
室
、親
子
ス
ケ
ー

ト
教
室
な
ど
）が
あ
り
ま
す
。

来
年
度
の
会
員
を
募
集

　
平
成
25
年
１
月
現
在
の
会
員
数

は
、２
３
９
９
人
で
す
。今
後
は
、高

齢
者
も
含
め
た
幅
広
い
世
代
に
参
加

し
て
も
ら
え
る
メ
ニ
ュ
ー
を
増
や
し

て
い
く
予
定
で
す
。

年
会
費（
予
定・詳
細
は
各
Ｕ
Ｎ
Ｉ

C
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
）

小
中
高
校
生
　
　
１
０
０
０
円

一
　
　
　
　
般
　
　
３
０
０
０
円

シ
ル
バ
ー
会
員
　
　
２
０
０
０
円

　
会
員
に
な
る
と
複
数
種
目
や
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
活
動
に
参
加
で
き
ま
す
。

　
25
年
度
の
各
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
の
活
動

は
、各
連
絡
所
、ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
に

備
え
付
け
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。入
会
前
に
体
験
教
室

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　「
い
つ
で
も
　
ど
こ
で
も
　
だ
れ
と

で
も
」気
軽
に
活
動
で
き
る
ク
ラ
ブ

づ
く
り
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

各
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
問
合
先

か
た
び
ら
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
事
務
局

☎
○65
２
０
０
７（
帷
子
公
民
館
内
）

中
部
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
事
務
局

☎
○62
２
１
０
１（
広
見
公
民
館
内
）

東
可
児
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
事
務
局

☎
○64
０
０
５
１（
桜
ケ
丘
公
民
館
内
）

蘇
南
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
事
務
局

☎
○63
０
６
７
３（
下
恵
土
公
民
館
内
）
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シナパロ小との交流を楽しむ今渡南小の児童たち

勢いよく走りだす選手たち

ロタ島の児童と交流

寒さを吹き飛ばすランナーたち

今渡南小学校の児童が、市の友好都市である北マリア

ナ諸島ロタ島のシナパロ小学校の児童と、初めてネット

電話「スカイプ」を使って交流しました。

今渡南小では、６年生が英語で学校紹介や自己紹介を

したり、リコーダーの合奏を披露したりしました。シナ

パロ小の児童は、自己紹介に続き、中国の正月を題材に

した劇を披露しました。児童は「ロタ島の人の生活が分

かって良かった」と楽しそうに話していました。

第31回可児シティマラソン大会が、花フェスタ記念

公園と周辺道路で行われ、市内外から２,４５２人が参

加しました。

参加者は、タイムレースとジョギングに分かれ、ゲス

トの谷川真理さん（マラソンランナー）とハイタッチを

するなどして、楽しく走りました。

中高生や一般の市民ボランティアが、会場案内や受け

付け、給水、記録、発行などにより大会運営を支えました。

広
　
告

「広報かに」に広告を掲載しませんか
広告主を募集!!

「広報かに」に広告を掲載しています。市民の皆さ
んへの広告媒体として利用してみませんか？（発
行部数 約 32,650 部）
料金　１日号	 ３万円（カラー）
　　　15日号	 ２万円（２色刷り）
掲載スペース　１枠	縦60mm×横80mm（こ
の枠の大きさです。2枠分をまとめて利用も可）
※広告掲載には一定の要件、基準があります。
申込・問合先　総合政策課

7　広報かに  2013.3.1

（年末年始を除く）

地元企業で安心!

インターネットをお考えの方
今ならお値打ちです

○テレビ
○インターネット
○ケーブルプラス電話

無料サポート好評です！

(株)

メルマガ会員募集中
登録はＱＲコードからどうぞ→



情報局

簡単！朝ごはんレシピ
早寝、早起き、朝ごはん早寝、早起き、朝ごはん

可児のお宝

生き生き健康コラム

輝け！可児商・工・観
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23 （年度）22212019H18

80

市民が

おすすめす
る

 
ご飯／400g　納豆／４パック　牛乳（豆乳でも可）／
200cc　スライスチーズ（ピザ用チーズでも可）／60g
黒こしょう／少々　しょうゆ／少々　ネギ／20g

エネルギー／336kcal　たんぱく質／14.5g

脂質／10.1g　カルシウム／194mg　塩分／0.9g

子どもでも簡単にできる朝食です。食べやすく、忙し

い朝にはピッタリです。時間があれば玉ネギ、ピーマ

ンなどの野菜を加えると、バランス良く食べられます。

① 深めの耐熱皿にご飯、納豆（備え付けのしょう
ゆとからしを入れても可）、牛乳、スライスチー
ズをのせて、レンジで約2分加熱する。（目安は
チーズが溶けて、全体が温まればOK）

② スプーンでざっと混ぜ、好みでしょうゆを足し、
上に黒こしょうと刻んだネギを飾る。

考案者：河村満美子さん（今渡）

【材料（４人分）】

【作り方】

【栄養成分（１人当たり）】

コメント・ポイント

Vol.10

問合先　健康増進課

かつて、どの家庭でも土人形が飾られていた時代がありま
した。
土人形は、大衆が容易に手に入れることのできる人形とし
て江戸時代から全国各地に広がりました。可児では、明治時代
以降に高田伊兵衛が広見で開業したことに始まります。その後
高田家に弟子入りした故渡辺一夫氏が姫治で昭和10年に開業
し、昭和50年代まで制作を続けました。渡辺氏の作った土人
形は、素朴で独特な味わいの顔立ちが特徴的で、親しみを込め
て「姫の土人形」と呼ばれました。
土人形は、節句や嫁入りの際の贈答品として、昭和の家庭
を彩りました。福助や七福神などの縁起物や、歌舞伎役者をか
たどった歌舞伎物、雛人形などさまざまな種類のものが作られ
ました。

慢性腎臓病とは、糖尿病や高血圧症などのさまざま
な要因により、腎臓の働きが慢性的に低下する、また
はタンパク尿が出るなどの腎臓の異常が３カ月以上続
く病気です。全国で成人の８人に１人がこの状態にあ
ると推測されていますが、問題なのは多くの人が「自
分が慢性腎臓病であること」を知らないことです。
一度慢性腎臓病で傷んだ腎臓を元に戻すことは困難
で、自覚症状が無いため、気付いたときにはすでに入
院・透析を医師から告げられてしまうという厄介なも
のです。発症には、日頃の生活習慣が影響することも
多く、高血圧症や糖尿病、脂質異常症、高尿酸血症、
肥満、メタボリックシンドロームなどがその要因の一
つとなっています。
慢性腎臓病を予防するために、減塩食を中心とした
バランスよい食事の摂取や禁煙、適度な運動を心掛け

ましょう。そして自覚症状がないため定期的な健診を
受け腎臓の状況を確認しましょう。血圧が高めな人は
日頃から血圧の管理を行い、かかりつけの医師を見付
け自分の体をコントロールすることが大切です。
慢性腎臓病になっても早期対応で進行の抑制もでき
ますので、医師や市の健康相談などで相談してくださ
い。

姫の土人形（忠臣蔵・大星力弥）
おおぼしりき　や

さまざまな種類の土人形

市は、地域の活性化のための支援事業を行っています。
その一つが、住宅リフォーム助成事業です。これは、

市民が住宅リフォーム工事を市内施工業者にお願いする
場合、その工事費の一部を助成するというものです。生
活環境の向上と事業者の振興および活性化を図るもので
すが、毎年多くの皆さんが利用しています。
また、小口融資制度があります。これは小規模企業

者の経営安定を図るための融資制度です。事業を行うた
めに必要な運転資金や、軽易な設備資金として利用され
ています。岐阜県信用保証協会の信用保証を活用し、市
内５行の金融機関が融資します。また、償還に係る利子
相当額を補助する利子補給制度も併せて行っています。

Vol.10

Vol.5

Vol.5

問合先　健康増進課

問合先　教育文化財課問合先　産業振興課

納豆のドリア風

素朴な伝統文化

土人形地域の活性化のために

３月14日は世界腎臓デー

ＣＫＤとは「慢性腎臓病」。～新たな国民病です～

透析患者のうち半数以上は糖尿病や高血圧症

※市内の人工透析累積患者数（国保被保険者分）
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し、昭和50年代まで制作を続けました。渡辺氏の作った土人
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ア
ー
ラ
で
は
、
著
名
な
俳
優
や
音
楽
家

な
ど
、
多
く
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
毎
年
素

晴
ら
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
演
じ
て
く

れ
ま
す
。

そ
の
方
々
は
、
ア
ー
ラ
や
可
児
市
の
素

晴
ら
し
さ
を
、
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
お
礼
や
宣
伝
を
兼
ね
て
、
毎

年
正
月
明
け
に
は
、
春
の
七
草
と
お
米
を

お
送
り
し
て
い
ま
す
。
こ
の
春
の
七
草

と
お
米
は
、
可
児
市
産
で
安
全
・
安
心
な

農
産
物
と
し
て
認
定
さ
れ
た
「
可
児
そ
だ

ち
」
の
ひ
と
つ
で
す
。
特
に
七
草
は
、
全

国
の
農
業
家
の
中
か
ら
地
域
特
産
物
マ
イ

ス
タ
ー
に
認
定
さ
れ
た
方
の
力
作
で
す
。

「
可
児
市
の
特
産
品
は
？
」
と
聞
か
れ

て
即
答
で
き
る
人
は
少
な
い
と
思
い
ま

す
。可

児
の
里
芋
は
、
昭
和
29
年
ご
ろ
大
阪

を
中
心
に
、
盛
ん
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
し

た
。「
今
渡
里
芋
」
と
書
か
れ
た
赤
い
荷

札
（
絵
符
）
を
付
け
た
も
の
が
、
関
西
で

は
「
赤
エ
フ
」
と
し
て
、
そ
の
品
質
の
高

さ
で
評
判
を
得
て
い
ま
し
た
。

現
在
可
児
市
で
は
、
里
芋
を
可
児
市
の

特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
の
ひ
と
つ
と
し
て
後
押

し
を
し
て
い
ま
す
。
里
芋
そ
の
も
の
を
は

じ
め
、
里
芋
を
使
っ
た
う
ど
ん
や
ラ
ー
メ

ン
、
焼
酎
も
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
他
に

も
、
大
豆
や
米
、
生
姜
や
ご
ぼ
う
、
き
ゅ

う
り
な
ど
の
野
菜
や
手
作
り
味
噌
、
地
豆

と
う
ふ
な
ど
の
加
工
品
34
種
が
「
可
児
そ

だ
ち
」
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
可
児
ッ
テ
」
や
「
と
れ
っ
た
ひ
ろ
ば
」、

そ
の
他
市
内
飲
食
店
な
ど
で
販
売
し
て

い
る
ほ
か
、
昨
年
か
ら
、
市
内
の
各
種
イ

ベ
ン
ト
や
名
古
屋
の
中
日
ビ
ル
な
ど
の
観

光
物
産
展
で
も
、
積
極
的
に
売
り
込
み
を

図
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、「
可
児
そ
だ
ち
」
を
使
用

し
て
い
る
料
理
店
を「
地
産
地
消
推
進
店
」

と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。可
児
市
で
は
、

こ
ん
な
に
安
全
で
お
い
し
い
物
を
食
べ
ら

れ
る
こ
と
を
、
一
人
で
も
多
く
の
方
々
に

知
っ
て
も
ら
い
、
誇
り
に
思
っ
て
も
ら
い

た
い
の
で
す
。

可
児
市
産
の
農
産
品
を
消
費
す
る
こ
と

は
、
農
地
を
守
り
、
環
境
を
保
全
し
、
水

害
を
防
ぎ
、
地
域
の
安
全
に
も
つ
な
が
っ

て
い
き
ま
す
。
食
べ
る
こ
と
が
、
地
域
を

守
る
の
で
す
。

ま
た
、
市
内
の
農
産
品
を
材
料
と
し
た

ス
イ
ー
ツ
や
、
2
0
0
年
前
に
作
ら
れ

た
「
土
田
び
ー
ど
ろ
」
の
歴
史
を
引
き
継

ぐ
ガ
ラ
ス
工
芸
品
、美
濃
桃
山
陶
な
ど
も
、

可
児
市
の
誇
り
・
自
慢
の
特
産
品
と
し
て
、

今
後
広
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、

新
た
に
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
活
用
し
た
積

極
的
な
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お礼の手紙（右から、尾木直樹さん、音無美紀子さん、風間杜夫さん）

「可児そだち」や特産品の数々

中日ビルでの観光物産展



（デジアナ７ch、デジタル12ch）

図書館だより

休館日

市立図書館　本館（広見） ☎625120
帷子分館 ☎658530
桜ケ丘分館 ☎643473

3／2（土）～8（金）
●好きなのはカニダー

★タウン情報

　市は、平成18年から金山城の歴史および
城下町について調査を行ってきました。今回
カニダーは、この調査内容を「調査」します。

　同じ地域の同じ年代の子どもを持つ親が集
まり、子どもの発達や子育てについて、親子
活動を通じて学ぶ「乳幼児学級」紹介をします。

3／23（土）～29（金）

3／9（土）～15（金）

　市民の健康づくり、生きがいづくり、そし
て地域の絆を深めるための活動を進めている
UNIC。あなたも気軽に参加してみませんか。

★市長の部屋から ★タウン情報

3／30（土）～4／5（金）

　今回訪れるのは、今渡・土田地区。木曽川
沿いの美しい風景を眺めながら、今渡の渡し
場や土田白鬚神社などを巡ります。
★レッツゴー！市役所

●子育ては、親育ち

●文化財ぶらり旅④●UNIC（ユニック）に入ろう！

★レッツゴー！市役所

3／16（土）～22（金）

　多くの市民の皆さんにアーラをより身近に
感じ、芸術文化を楽しんでもらえるよう「一
流に出会う日」事業を紹介します。

●一流の人に会いに行こう！

※番組の内容や時間は変更することがあります。
※デジタル12chのデータ放送で、市政情報も発
信しています。

月～金曜日　 7:30・12:00・17:00・19:00
　　　　　　21:00・22:00
土・日曜日　 7:30・12:00・14:00・19:00
　　　　　　20:30・22:00

新しく入った本
『三匹のかいじゅう』
 椎名誠／著（集英社）
『古事記の恋』
 清川妙／著（いきいき株式会社出版局）
『おでかけ可児多治見土岐』 （流行発信）

 きよ かわ たえ

『びんぼうがみじゃ』
 苅田澄子／作　西村繁男／絵（教育画劇）
『身近なものの進化図鑑１　電化製品』
 スタジオダンク／作（汐文社）

 かん だ すみ こ にし むら しげ お

 ちょう ぶん しゃ

【
一
般
書
】

【
児
童
書
】

放送時刻

本館・分館共通　毎週月曜日、29日（金）

展示のご案内
本館　～３月13日（水）
「古建築・仏像・能・山・桜・水彩画小品」

展（近藤嘉彦さん）

水彩画を約25点、展示します。

「子どもと本のかけ橋に！かにっ子タイ

ムボランティア」展（図書館）

本館　３月16日（土）～４月18日（木）
本館で毎週土曜日に行っているお話会

「かにっ子タイム」の、読み聞かせを担当す

るボランティアの人たちを紹介します。

帷子分館　～３月28日（木）
「図書館を使った調べる学習コンクール

受賞作品」展（公益財団法人　図書館振

興財団）

 よしひこ かにっ子タイム　おはなし会
おはなしの泉によるストーリーテリング
日時　３月30日（土）午後２時～
場所　図書館本館３階　会議室
ストーリーテリ

ングは、耳からの

読書です。絵本や

紙芝居などを使わ

ないので、自分の

心の中で想像でき

る楽しさがありま

す。 おはなしの泉の様子

放送中 災害など緊急時には、
特別放送をします。

市政情報を月～金の午前８時、
土曜日は午前９時７分から放送
しています。
毎週木曜日の午前11時20分～
11時40分は、市長や市職員が出
演するコーナーもあります。
お聴き逃しなく！
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記念冊子「オーイしんちゃん」

好評発売中！

編集後記 

広報かには、ボランティアグループ「音訳・ヴォイスの会」の皆さんにより
音訳されています。音訳版を希望する人は、図書館本館へご連絡ください。

市の情報を皆さんに伝える手段と
して、「広報かに」、「ケーブルテレビ」、
「ＦＭらら」、「市ホームページ」、「す
ぐメールかに」などがあります。
知人から「市の広報は内容がつま
らない」と言われることがあります。
広報紙には週刊紙のように、皆が
注目する大事件や有名人のスキャン
ダルは、ないかもしれません。市政
番組は、民放のような、華やかなバ
ラエティーやお笑い番組はないかも
しれません。
しかし、市の広報で提供している
情報は市政や生活に関わるもので、
どれも大切だと思います。
私たちもより分かりやすい広報作
りを心掛けますので、皆さんも今よ
り少しだけ、関心を持って広報紙に
目を通してもらえたらと思います。
来年度も広報かにをごひいきに！
� （智）



後世に残そう
可児の財産

2013年3月１日号
736かにかに

市の人口　101,309人　（男／50,236人　女／51,073人）　世帯数　38,922世帯（2月１日現在）
　　　　　　　　　　　（前月より111人減・42世帯減、昨年同月より236人減、123世帯減）

「広報かに」3月１日号、１部当たりの
印刷費は約 8.44 円（税込み）です。

広報かには 100％再生紙を使用しています。
植物油インキで印刷されています。

自然、緑、生き物
全て可児の財産
私たちは、それらの素晴らしさを
守らなければなりません

217

環境フェスタプレイベント
可児川一斉清掃（坂戸・塩）

市では、新たな財源確保と歳出削
減を目的として、市民課窓口に広告
入り案内表示機と広告入り窓口封筒
を設置しました。
案内表示機には、市政情報や地元
企業の広告を掲載し、情報提供を行
うとともに、窓口での受付番号や待
ち人数などを画面と音声で案内しま
す。
この案内表示機と窓口封筒の設置
は、市の支出を伴わず、地元企業の
広告収入により実施しています。
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